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開設の⽬的・概要　等
現在の臨床⾎液検査の到達点をもとに，新たに深層学習技術を⽤いた⼈⼯知能 (AI) 技術とビッグデータの活⽤による統合的診断法を探索する。これによ
り，従来の⾎液検査の診断性能と対象領域を凌駕する次世代の⾎液検査診断システムを構築する。
そのために①シスメックス社の最新測定装置と技術⼒を⽤いて次世代の⾎液検査装置を開発，②順天堂⼤学附属病院における豊富な症例・検体を統合的
に解析，③情報通信技術（ICT）の専⾨家との共同研究により，新たなICT病態診断サポートシステムを構築，を⽬指す。（図１）。
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